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１ 主題構成表 
主題名「郷土愛」（中学校・第３学年）  資料名「世のため人のため」（松尾 国松） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

■ 内容項目 Ｃ（１６） 
「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」 
 郷土の伝統と文化を大切にし、
社会に尽くした先人や高齢者に
尊敬の念を深め、地域社会の一員
としての自覚をもって郷土を愛
し、進んで郷土の発展に努めるこ
と。 

■ 内容項目から見た生
徒の実態 

（意識） 
・地域の文化等について
学習しており、地域の
活動に興味・関心をも
って、自ら地域行事に
参加しようとする意識
がある。 

・地域や社会の発展に尽
くしてきた先人等によ
って、今の自分たちの
生活があるという自覚
や、郷土を愛し進んで
発展のために努めよう
とする意欲は弱い。 

（要因） 
・自我の確立を強く意識
する余りに、自分が自
分だけで存在している
と考えがちである。 

・地域社会に尽くした先
人や高齢者などの先達
がいたことを知らな
い。 

・地域社会に尽くした先
人達のことを知ってい
ても、自分の生活と結
び付けて考えたことが
ない。 

■ 価値の分析 
・人々は、一定の地域社会に住み、
それぞれの歴史と文化をもつ。公
共の場を共有して、相互の連帯意
識によって結ばれるものである。 

・中学生の段階では、地域社会に尽
くした先人等の努力により、現在
の豊かな暮らしを営むことがで
きていることを理解することが
大切である。そして、先人等への
尊敬の念や感謝の気持ちを深め、
今後は自分たちの力で、地域に住
む人々と共に、地域社会をよりよ
いものに発展させていこうとす
る意識を育む必要がある。 

・この時期の生徒は、地域社会の現
状を把握したり、地域の人々との
関係を問い直したりしながら、郷
土に対する認識を深め、郷土を愛
しその発展に努めようとする態
度を育むことが大切である。 

■ ねらい 
現在の豊かな暮らしができているのは、将来を見据え、周囲の理解を得ようと粘り強く努力

を重ねた先人等の努力によるものであることに気付き、郷土や地域に主体的に関わり、自分が
できることは何かを考え、郷土の将来のために自分から行動しようとする意欲を育む。 

■ 展開の構想 
・市民の健康を願っての提案に、市民の４分の

３から反対をされた時の悩みや気持ちに共感
する。 

・市民からの強い反対や政府の補助金の打ち
切り、戦争による工事に必要な物資の不足
等、事業継続が困難な状況を、類似経験か
ら想起し、自分との関わりから考える。 

・様々な困難にも負けないで事業を続けた国
松の実行力の素晴らしさを感じながら、郷
土を愛する心が深く、その心が行動力にな
っていたことに気付く。 

■ 基本発問（◎中心発問） 
○上水道建設計画では、市民の４分の３が反対
をしたが、松尾国松はどんな気持ちだっただ
ろう。 

○下水道建設では、さらに様々な困難にぶつか
ったが、このような状況に置かれた時、自分
ならどうするだろうか。 

◎様々な困難にも負けないで、国松が下水道
工事を成し遂げたのはどうしてだろう。 

○地域社会をよりよくするために、自分にで
きることについて考えをまとめてみよう。

■「私たちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 
（活用の仕方）本時の学習の内容を家庭に伝え、「ふるさとの発展に貢献する」（Ｐ２０３）

を家の人と一緒に読んだり書いたりしながら振り返る。 

■ 資料の分析 
・本資料は、岐阜市長であった松

尾国松が、岐阜市の発展を願っ
て様々な反対や困難に打ち勝
って上下水道を完成させ、全国
でも模範的な衛生都市の基盤
をつくったことを取り上げて
いる。 

・国松は市民の健康を考えた上
で、水道建設の計画をしたが、
市民の４分の３が反対をした。
その状況にもかかわらず、計画
を進めた国松の悩みや気持ち
を考え、地域社会をよりよくし
ようと取り組む強い思いに気
付くことができる。 

・さらに伝染病による幼児の死亡
をなくそうと下水道建設の計
画をするが、市民の強い反対や
政府の補助金の打ち切り、戦争
による物資不足などの様々な
困難にぶつかった時の気持ち
を考えながら、事業を続ける国
松の故郷の発展を願う心の強
さに気付くことができる。 

・国松の成し遂げた偉業や生き方
を知ることによって、感謝と尊
敬の念を育み、進んで郷土のた
めに何かしようとする態度を
育むことができる。 
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２ 学習指導過程 
 基本発問と予想される生徒の反応 指 導・援 助 
 
導 
入 

○小学校４年生社会科の「上水道」や「下水道」の学習
を思い出してみよう。もしもこれらがなくなってし
まったら今の生活はどうなるだろう。 

 ・食事をしたり、風呂に入ったりできなくなる。 
・害虫や病原菌が増えて、感染症だらけになる。 

・小学校４年生社会科「住みよいくらし」
の「上水道」や「下水道」の学習を想起
しながら、自分たちのまちの健康で住み
よいくらしを支えている仕組みや人々に
ついて触れる。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
開 
 
 
前 
 
 
段 
 

◇資料提示をし、範読する。 
◇感想を交流する。 
 ・岐阜市の水道やトイレが当たり前のように使えるの

は、松尾国松さんのおかげなんて知らなかった。 
 ・国松さんのように、みんなから反対されてでも多く

の人たちのためにやり通すなんてすごい。 
 
○上水道建設計画では、市民の４分の３が反対をした時、松
尾国松はどんな気持ちだっただろう。 

 ・きっと分かってもらえると思ったのに。 
 ・どうしてみんなのためにやろうとしていることが分

かってもらえないんだ。 
 ・どんなに多くの市民に反対されても、困っている市

民のためにやらなければならない。 
 
○下水道建設では、さらに様々な困難にぶつかったが，この
ような状況に置かれた時、自分ならどうするだろうか。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎様々な困難にも負けないで、国松が下水道建設事業を
成し遂げたのはどうしてだろう。 

 ・市長としてこの事業をやり遂げる責任がある。 
 ・粘り強く取り組めば、きっと認めてもらえる。 
・多くの市民からの反対、政府からの補助金の打ち切
り等、どんなにつらい状況であっても、苦しんでい
る市民がいる以上諦めることはできない。 

 ・私はこの故郷で育てられた。この事業はこれから先
に生まれてくる多くの小さな子どもの命を救うこと
につながる。将来の岐阜市の発展のためにやり遂げ
なければならない。 

・松尾国松の略歴を紹介し、その生き方に
ついて考えることを確認する。 

・率直な感想を交流し、国松の偉業に触れ、
主人公の生き方について焦点を当てて考
えていくことを確認する。 

 
・自分は正しいことをやっていると分かっ
ていても、多くの市民から反対されたら悩
んでしまう気持ちに共感できるようにす
る。（人間理解） 

・市長として、市民のために尽力をするこ
とは当然であるという国松の使命感の強
さに気付くことができるようにする。 

 
・自分ならどうするかという行為のみの話

し合いにならないよう、考えた際の気持
ちや理由を話し合えるように配慮する。 

・心の弱さが捉えにくい場合は、「反対され
てもやろうと簡単に思えるだろうか」や、
以下３点のように、自分との関わりで考
えるように問い返すことで、やらなけれ
ばいけない気持ちと諦めてしまいそうに
なる気持ちの葛藤に気付くことができる
ようにする。 

①「多くの市民からの強い反対」 
→「活動の呼びかけに全校や学級の多く

の仲間から反対されたらどうだろう。」
②「政府からの補助金の打ち切り」 

→「近い仲間からも協力を得られなく
なったらどうだろう。」 

③「戦争による物資不足」 
→「他の問題が起きて物理的に活動がで

きなくなってしまったらどうだろう。」
 
 
 
  
・国松には、市長として岐阜市の発展を願

うと同時に、郷土を思う深い愛の心が
あったことに気付くことができるように
する。 

・先人たちの偉業のおかげで、今の豊かな
生活があり、先人への感謝と尊敬の念を
もてるようにする。 

展 
開 
後 
段 

○地域社会をよりよくするために，自分にできることに
ついて考えをまとめてみよう。 

 ・水道や水洗トイレがある生活をなんとも思っていな
かったけれど、国松さんのおかげで今の生活ができ
ることに感謝したい。しかし、災害がおきたらこの
生活は当たり前ではない。だからこそ、日頃から地
域の人に自分から関わり、地域のことをもっとよく
知り、自分にできることを考えやっていきたい。 

・今までの自分の姿を見つめ、松尾国松の
生き方から「郷土の発展」について学ん
だことを明らかにし、郷土を愛する心を
もつとともに、これからの自分の生き方
について考えることができるようにす
る。 

 
 
終 
末 

○身近な地域の自然や人々の暮らしを豊かにすることに
励んでみえる方を招き、お話をしていただく。 

＜変容の見届け＞ 
・「これまで自分は当たり前のように生活し

てきたけれど、先人の地域に対する心とよ
りよい生活にしようとする努力によって
今の生活があることが分かった。今の地域
の課題を見つめながら、自分も地域の一員
としてできることをやっていきたい。」な
どと自分を見つめ、郷土の発展のために前
向きに歩もうとする気持ちをもっている。

【深めの発問】
★この事業をやらなくても、自分は困らな

いのに、どうしてやらなければならない
と考え、行動したのだろうか。 

〈やり抜く〉 
・やると決めたことは、多

少の困難があってもや
らなければならない。 

・公約として掲げた以上は、
役割としての責任をもって
やらなければいけない。 

・自分の都合だけで判断す
るのではなく、少数で
あっても困っている人
の立場になってやらな
ければいけない。 

〈やめてしまう〉
・多くの人に反対されてい

るのに押し通すのは、単
なるわがままだと思わ
れてしまう。 

・一緒に生活している以上
は、身近な人に嫌われる
ようなことはできない。

・自分にはやらなければい
けないことが他にある。
他人のことまで考えて
いる余裕はない。 
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３ 道徳の時間（道徳科）と他の教育活動との関連 
＜場の内容・ねらい＞         ＜生徒の意識＞       ＜指導・援助＞ 

 
 
 
 
 
 
ぶんたち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

【日常の活動】 
 
○朝・帰りの会 
・地域の文化や活
動、時期ごとに
行なわれている
出来事について
関心をもち、よ
さを見つける。

 
○委員会活動 
・地域のために活
動を続けている
人を紹介する。
学校の文化を継
承しながら、学
校の発展のため
に粘り強く取り
組むことの素晴
らしさとつなぎ
ながら活動を高
めることができ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○登下校時 
・地域に住む人や
いろいろな仕事
をする人、自然
や建物などに目
を向け、日々の
変化に気付いた
り、自ら関わっ
たりしながら、
この地域の一人
として自覚を深
める。 

帰りの会 
・地域のボランティ
ア活動や行事等に
参加した時の思い
を交流し合う。 

・地域のよさや課題
点を考え合う。 

・地域に貢献してい
る人々の思いを考
え合う。 

学級活動（７月） 
「夏休みの計画」 
・「私たちの道徳」の
「ふるさとの発展
に貢献する」 （Ｐ
２０３）を家族と共
に記入し、地域の発
展を願って、自分に
できることを考え、
進んで取り組もう
とする態度を育て
る。 

・日本には、多様な文化
があり、グローバル社
会が進むにつれて、そ
れぞれがなくなりつ
つあることがわかっ
た。特に、過疎化が進
む小さな町の文化が
厳しくなっている。 

・それぞれの文化のよさ
は生かし、課題点を
補っていけるような
社会になるとよい。 

・地域のボランティア
活動への参加を価値
付ける。また、参加
をして思ったことを
交流し、今後の活動
の意欲化を図る。 

・地域に貢献している
人の思いを考えたり
知ったりすること
で、地域社会の一員
としての実感と自覚
をもつ。 

社会科（６月） 
「わたしたちの 

生活と文化」 
・日本の多様な文化
を理解し、グロー
バル化の中で伝統
文化を継承し、新
しい文化を創造し
ていくことの大切
さに気付くことが
できる。 

・地域のボランティア活
動に参加してみて、す
ごく疲れたけれど、地
域に貢献ができたと
思うと嬉しくなった。
また、私たちが学校で
勉強している間に、地
域では私たちのため
にいろんな仕事をし
てくれている人がい
ることがわかった。 

・地域において、自分
たちが生活しやすい
ように整備された環
境や自分たちのため
にボランティアで活
動してくださってい
る人や、その価値を
紹介する。 

・地域に貢献している
人から話を聞く機会
を設けて、地域を大
切にしていこうとす
る意欲を高める。 

・日本や地域の多様な
文化を調べる時間を
十分にとり、調べた
内容を交流すること
を通して日本や地域
の文化について理解
を深める。 

・地域のよさや課題を
明確にしながら、地
域の発展への願いを
もち、自ら関わって
いけるようにする。

道徳の時間（道徳科）（６月末～７月初） 
「世のため人のため」（松尾 国松） 

内容項目 Ｃ(１６) 
「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」

・現在の豊かな暮らしができているのは、将
来を見据え、周囲の理解を得ようと粘り強
く努力を重ねた先人等の努力によるもので
あることに気付き、郷土や地域に主体的に
関わり、自分ができることは何かを考え、
郷土の将来のために自分から行動しようと
する意欲を育む。 

・私たちの生活は、先人
の努力のおかげである
ことがわかった。 
・郷土の発展を願って何
かしたとしたら、それが
次の世代につながって
いくんだな。 
・地域の人たちのことを
知って、災害時等には、
中学生の私たちが支え
ていけるようにしたい。
日頃の挨拶からやって
いこう。 
・夏休みは地域の活動に
積極的に行って、地域の
人や環境を知りたい。 
・朝から地域のために活
動してくれている人っ
ていっぱいいるんだな。

・郷土を愛する心とは、
どんなあり方の心で
あるのかを、国松の
生き方から考える。

・地域と自分との関わ
りについて見つめ直
し、今後の地域の一
員としてのどのよう
な生き方をしたらよ
いかを考える。 
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 昭和四年、岐阜市長として二期目を迎えた松尾国松は、市民の健康を考えた。 

 「飲料水」と「浴場」、「便所」の三つを改良して、衛生的な都市にしようとした。 

 国松は、まず上水道の建設を手がけた。当時、長良川に近い北部の井戸からは、良い水が出て

いた。しかし、南部一帯は泥
で い

土
ど

層
そ う

の深い地質で雨が降り続くと水が茶色ににごり、白い布でこさ

なくては飲めなかった。それなのに、岐阜市民二万戸のうち一万六千戸は、上水道を作ることに

反対した。 

「水なんて井戸をほればどれだけでも出てくる。どうしてただのものに高いお金を出さなければ

ならないのか。」 

「私ら北部は、とてもいい水が出ます。それなのに、どうしてわざわざ水道なんか作るのですか。」 

「上水道を作っている都市は、全国でもごくわずかです。多大な費用もかかります。まだ早すぎ

ます。」 

 こうした反対の声が、あちらこちらからあがった。それにひるむことなく、国松は市民の会合

に出席して、上水道の必要性を説いて歩いた。昼間の勤めで疲れた体にむち打って、連日、会合

に出ては説得し続けた。やっと、水質が悪くて上水道を必要とする最南部の地から、まず工事を

始めることにこぎつけた。 

 上水道工事の経費は、当時の政府の見積もりでは約三百万円であった。岐阜市の年間予算が百

万円ほどであったから、いかに多くの金額が必要であったかを知ることができる。国松は、それ

を切りつめて、百六十五万円を予算化した。政府の見積もりの約半分でやりとげるために、次の

二つのことを考えた。 

一．仕事の無
む
駄
だ
を省いて能率を上げること 

  同じ経費で二倍の仕事ができれば、結果として、経費は半分ですむという計算である。 

二．岐阜市独自の材料を使用すること 

  材料を買い入れれば高くつくので、自ら材料を作るという方針をとった。例えば、当時一本

五円する土管が、二円三十銭でできた。土管は水道工事に最も多く使う材料で、そのうえ、簡

単に製造できたので、すぐ実行した。 

世のため人のため ― 松尾 国松 ― 
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 この結果、工事は進展し、わずか四ヶ月後には、給水できるようになった。 

 南部の給水が始まると、北部の世論も変わり、第二期工事に取りかかることができた。しかし、

途中で政府の方針が変わり、総経費の三分の一を占めていた国からの補助金が打ち切られること

になった。上水道工事は危機に直面した。しかし、南部の人たちの喜ぶ姿に接し、市民のことを

考えると、国松はここで引き下がることはできなかった。国松は寸
すん
暇
か
を惜

お
しんで、何度も何度も

上京して、上水道設置の必要性を、政府の担当者に熱心に説いて回った。ついに国松の熱意が通

じ、今までどおり補助金を出してもらうことに成功した。 

 こうしてようやく岐阜市の上水道は完成したのであった。 

「何日間も、雨がほとんど降らないのに、上水道のおかげで、おいし

い水がたくさん飲めてありがたい。」 

「私たちの市では、各家庭への引き込み管まで市が負担してくれた。」 

「上水道ができたので、風呂屋がたくさんできた。おかげで毎日、気

持ちのよい風呂に入ることができるようになった。」 

と、市民は喜んだ。 

 当時、岐阜市は、いろいろな伝染病により、幼児の死亡率が高かっ

た。何としても、蚊
か
や蠅

はえ
の発生を防がねばならない。そこで国松は、汚

お
水
すい
がひとところにたまら

ないようにするために、地下に下水道を設置すると同時に、くみ取り式の便所を水洗式の便所に

することを思い立った。 

 この工事は、上水道よりさらに多大な経費を必要とした。そのために、少ない費用で何とか完

備しようとして、分流方式という新しい方法を生み出した。これは、家庭から出る汚水だけを、

雨水とは別にして処理する方法である。この工事に要する経費は、従来の方法の半額であった。

しかし、この方法や水洗便所にしようとする国松の構想に対し、疑問に思う者や不安の気持ちを

いだく市民も多数あった。 

「糞尿
ふんにょう

は、農家の大事な肥料だから、それがなくなったら、私たちは高い肥料を買わなければ

ならなくなる。」 

「本来なら二倍かかる工事を、こんなに安くやって大丈夫なのか。」 

「いくら見積もったといっても、金がかかり過ぎる。」 
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 政府も、一地方都市で、全国に例のない百パーセントの普及を目指した下水道工事であること

と、新しい分流方式に不安をもっていた。 

 国松は、「糞尿は、すでに名古屋市が、処理した衛生的な肥料を安く農民に分けている。下水

道工事のために、他の事業を圧迫することは絶対にしない。」と、市民を説得して歩いた。また、

政府の許可を得るために、市の幹部を東京に常 駐
じょうちゅう

させ、毎日電話で激
げき
励
れい
した。 

 こうした国松の粘り強い説得のおかげで、昭和九年に工事にかかることができた。最初のうち

は、工事は順調に進んだ。しかし、昭和十二年に日中戦争が始まり、それが太平洋戦争へと経過

していくにつれ、セメントや鉄筋などのいろいろな物資が不足しだした。各家庭からは、鍋
なべ
や釜

かま

が、寺からは鐘
かね
までが供出させられていた。また、労働力が不足し、小学生までが工場で働いた

時代である。この戦争の最中、日本中のどこで下水道工事をやっていたであろうか。セメントや

鉄筋を、誰がこの工事のために都合してくれたであろう。工事材料の不足する中で、最後は代用

セメントまで使い、第一期工事は、戦争たけなわの昭和十八年に完成したのである。 

 この完成で、岐阜市は伝染病がほとんど発生しなくなり、全国でも模
も
範
はん
的な衛生都市となった。 

 

出典 岐阜県教育委員会 郷土の資料 「郷土史研究にうちこむ」（平成十三年十一月） 
 

 


